
　
令
和
３
年
度
予
算
案
を
審
議

　
令
和
３
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
を
、
２
月

16
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
31
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。　

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
12
件
、
一
般

議
案
３
件
、
補
正
予
算
５
件
、
新
年
度
予
算
10

件
、
人
事
案
件
１
件
、
議
員
提
案
３
件
の
、
合

わ
せ
て
34
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
審
議
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
２
月
16
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
31

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、新
年
度
予
算
を
審
査
す
る
た
め
、

議
長
を
除
く
21
人
の
委
員
で
構
成
す
る
新
年
度

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
長
に
三
輪

正
善
委
員
、
副
委
員
長
に
栗
山
守
委
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

▼
26
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
８
件
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、関
市
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
や
、
令
和

２
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15
・
16

号
）
な
ど
12
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委

員
会
に
、
令
和
３
年
度
関
市
一
般
会
計
予
算
な

ど
10
件
の
新
年
度
予
算
を
特
別
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
質
問
を
行
い
、
４
人
が
当
局

の
姿
勢
や
方
針
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

▼
３
月
２
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
代

表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
３
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
４
日
～
15
日
は
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
新
年

度
予
算
特
別
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

▼
18
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

と
新
年
度
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
付
託
案
件
の

委
員
会
審
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、
討
論
、
採

決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
追
加
上
程
さ
れ
た
関
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
２
件
お
よ
び
決
議
１
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
・
一
般
質
問

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

質
問　
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
点
は

　

答
弁　

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
関
市
総
合
体
育
館
や
中
池
公
園
運
動

施
設
な
ど
の
社
会
体
育
施
設
の
ほ
か
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内

96
施
設
の
空
き
状
況
の
確
認
や
使
用
申
請
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
か
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

か
ら
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
運
用
は
、
令
和
４
年
４
月
使
用
分
か
ら
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
予
約
受
付
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。
導
入
に
当
た
っ
て
、
利
用
者
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ス
ム
ー

ズ
に
シ
ス
テ
ム
が
運
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
シ
ス
テ
ム
利
用
が
困
難
な

人
向
け
に
、
従
来
通
り
の
窓
口
で
の
空
き
状
況

の
確
認
や
予
約
受
付
も
行
い
ま
す
。

　
古
民
家
山
麓

質
問　
活
用
は

　

答
弁　

古
民
家
山
麓
は
、
令
和
２
年
３
月

に
寄
贈
を
受
け
た
本
町
七
丁
目
に
あ
る
古
民
家

で
、
関
信
用
金
庫
の
前
身
に
あ
た
る
産
業
組
合

が
建
て
た
築
１
３
０
年
余
り
の
歴
史
あ
る
建
物

で
す
。
伝
統
構
法
で
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
の

母
屋
、
日
本
庭
園
の
中
庭
、
茶
室
を
備
え
た
平

屋
の
離
れ
の
あ
る
文
化
的
な
価
値
の
高
い
も
の

で
す
。
古
民
家
山
麓
は
、
関
市
立
地
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
古
民
家
の
特
性
を
生
か
し
て
広
く
活
用

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
道
の
整
備
と
安
全
対
策

質
問　
市
道
３
か
年
集
中
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
は

　
答
弁　
現
在
、
市
道
の
整
備
は
、
市
道
３
か

年
集
中
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
市
道
の
区
画
線

設
置
、
舗
装
補
修
な
ど
を
集
中
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
区
画
線
の
設
置
工
事

58
路
線
、
舗
装
の
補
修
工
事
45
路
線
、
橋
梁
の

耐
震
化
・
補
修
８
橋
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
区
画
線
の
設
置
箇
所
や
舗
装
の
補
修
箇
所
の

選
定
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
治
会
要
望
の
情

報
を
基
に
、
路
面
の
状
態
を
評
価
し
、
整
備
候

補
の
箇
所
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
最
終
的
な
予
算
の
段
階
で
ど
ち
ら

も
最
新
の
現
場
状
況
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
整

備
箇
所
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
道
の
安
全
対
策
・
老
朽
化
対
策
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

市
議
会
第
1
回
定
例
会
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地
球
温
暖
化
対
策

質
問　
市
民
へ
の
啓
発
を

　
答
弁　
現
在
、本
市
は
、環
境
基
本
計
画
で
、

市
民
や
、
事
業
者
に
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
フ
ロ
ン
ガ
ス
対
策
な
ど
の
行
動
を
促
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
フ
ェ
ア
せ
き
や
環
境
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
実
施
や
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
を
継
続
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
が
実
施
す
る
事
業
に
は
地
球
温
暖
化
対
策
と

の
関
係
が
深
い
も
の
が
多
く
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
効
果
を
十
分
に
公
表
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
、
市
の
事
業
の
成
果
を
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
の
削
減
量
に
置
き
換
え
て
公
表
す

る
こ
と
で
、地
球
温
暖
化
対
策
を
「
見
え
る
化
」

し
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

質
問　
ま
ち
づ
く
り
に
長
良
川
鉄
道
の
位
置
付

け
を

　
答
弁　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
市

内
唯
一
の
鉄
道
路
線
で
あ
る
長
良
川
鉄
道
を
主

要
な
鉄
道
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
は
、
鉄
道
利
用
促
進
の
た

め
、
駅
周
辺
の
駐
車
場
や
駐
輪
場
を
整
備
す
る

な
ど
、
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
や
交
通
結
節
機
能

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
を
市
と
し
て

検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
来
年
度
見
直
し
を

予
定
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

中
で
も
、
都
市
間
交
通
の
主
要
な
手
段
で
あ
る

長
良
川
鉄
道
の
安
全
性
の
維
持
や
利
便
性
の
向

上
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
自
治
会
か
ら
の
道
路
整
備
要
望

質
問　
対
応
実
績
は

　

答
弁　

令
和
元
年
度
の
自
治
会
か
ら
の
市

道
整
備
要
望
と
対
応
件
数
は
次
の
と
お
り
で

す
。①
新
設
改
良
整
備（
要
望
52
件・対
応
11
件
）

②
舗
装
整
備
（
要
望
1
1
9
件
・
対
応
94
件
）

③
側
溝
整
備
（
要
望
64
件
・
対
応
38
件
）
④
防

犯
灯
・
道
路
照
明
灯
設
置
（
要
望
57
件
・
対
応

29
件
）
⑤
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
（
要
望
30
件
・

対
応
22
件
）
⑥
交
通
安
全
施
設
整
備
（
要
望
58

件
・
対
応
44
件
）

　
な
お
、
整
備
箇
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
点
検
結

果
や
地
元
要
望
な
ど
を
基
に
現
場
の
状
況
を
確

認
の
上
で
選
定
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
本
町
B
A
S
E

質
問　
運
営
状
況
は

　

答
弁　

昨
年
11
月
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
１

月
ま
で
に
１
日
平
均
63
人
が
来
場
さ
れ
、
出
店

に
関
す
る
相
談
は
１
０
６
件
あ
り
ま
し
た
。
出

店
者
か
ら
は
、
市
街
地
中
心
部
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
場
所
が
で
き
た
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
る

声
が
多
く
あ
り
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
は
、
飲
食
店

営
業
な
ど
の
保
健
所
の
許
可
を
得
る
の
に
必
要

な
設
備
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
お
金
を
か
け
ず

に
お
試
し
出
店
が
で
き
る
と
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
来
場
者
か
ら
は
、
関
商
工
の
生
徒
の
活
躍

の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
好
感
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、生
徒
が
製
作
し
た
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、

販
売
す
る
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
評
判
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
妊
産
婦
支
援

質
問　
新
た
な
施
策
は

　
答
弁　
妊
産
婦
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

で
、
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、「
ふ
た
ご

の
日
」
と
「
み
ん
な
の
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
た
ご
の
日
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ふ
多
胎

ネ
ッ
ト
と
連
携
し
て
多
胎
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
多
胎
妊
産
婦
に
特
化
し
た
相
談
や
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
の
日
は
、

誰
で
も
参
加
で
き
、
妊
産
婦
同
士
の
交
流
、
助

産
師
や
保
健
師
に
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
相

談
で
き
る
集
い
の
場
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
胎
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

多
胎
サ
ポ
ー
タ
ー
の
訪
問
や
乳
幼
児
健
診
、
予

防
接
種
へ
の
同
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
よ
る
防
災･減
災

質
問　
異
常
気
象
に
対
応
す
る
た
め
広
範
囲
な

田
で
取
組
が
必
要
で
は

　

答
弁　
広
範
囲
な
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
は
、

市
内
２
つ
の
地
域
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
市
内
上
流
域
で
増
加
傾
向
に
あ

る
耕
作
放
棄
地
を
活
用
す
る
も
の
で
す
。
面
積

15 

ha
、
貯
水
能
力
４
万
５
千
㎥
の
計
画
で
、
地

域
で
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
行
い
、
防
災
を
目

的
と
し
た
継
続
的
な
農
地
保
全
管
理
を
行
う
事

業
と
し
て
進
め
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
市
街

地
で
冠
水
な
ど
の
被
害
を
及
ぼ
す
河
川
に
対
す

る
取
組
で
す
。
市
街
地
の
田
、
面
積
１
９
５

ha
、
貯
水
能
力
19
万
５
千
㎥
の
計
画
で
、
冠
水

被
害
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め
の
事
業
と
し
て

進
め
ま
す
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約

質
問　
条
約
に
署
名
、
批
准
す
る
よ
う
政
府
に

要
請
す
べ
き
で
は

　
答
弁　
本
市
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
る
平

和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
こ
の
団
体

に
は
、
世
界
で
８
，０
０
０
を
超
え
る
都
市
が

加
盟
し
、
国
内
で
は
１
，７
０
０
を
超
え
る
自

治
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。平
和
首
長
会
議
は
、

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
す
る
よ

う
強
く
要
請
し
て
い
る
た
め
、
本
市
も
、
こ
の
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団
体
の
活
動
を
通
し
て
平
和
へ
の
取
組
を
前
進

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
就
職
サ
ポ
ー
ト

質
問　
実
施
状
況
は

　

答
弁　

市
商
工
課
内
に
あ
る
「
み
ん
な
の

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
相
談
者
か

ら
就
業
時
間
や
職
種
な
ど
の
希
望
を
聞
き
取
り

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
情
報
を
用
い
て
仕

事
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

内
職
相
談
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
出

張
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
出
張

相
談
会
に
高
齢
者
対
象
の
日
を
設
け
る
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
高
齢
者
が
相
談
し

や
す
い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

質
問　
リ
モ
ー
ト
会
議
の
実
施
状
況
は

　

答
弁　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
に
関
わ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
市
内
全
域
で
完
了
し
、
利

用
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
関
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
域
か
ら
本
庁
な
ど
で
行
う
会

議
に
時
間
を
か
け
て
人
が
集
ま
る
こ
と
を
減
ら

す
た
め
に
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
本
庁
と
地
域
事
務
所
間
の
会

議
は
、
Z
o
o
m
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
各
地
域
の
委
員
が
本
庁
に
行
か
な

く
て
も
、
近
く
の
地
域
事
務
所
で
会
議
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
旧
板
取
中
学
校
の
跡
地
利
用

質
問　
（
株
）ヒ
マ
ラ
ヤ
と
の
協
定
を
締
結
し
た

が
、
そ
の
後
の
計
画
は

　
答
弁　
本
年
２
月
９
日
、
関
市
と（
株
）ヒ
マ

ラ
ヤ
と
の
間
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
協
定
の
主
な
内
容
は
、
①
板
取
地
域
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

②
板
取
地
域
の
振

興
に
お
け
る
活
動
拠
点 

③
対
外
的
な
情
報
発

信 

④
板
取
地
域
に
関
心
を
持
つ
関
係
人
口
の

創
出 

⑤
板
取
地
域
の
既
存
施
設
の
利
活
用
で

す
。現
在
は
旧
板
取
中
学
校
の
校
舎
を
は
じ
め
、

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
地
元
の
施
設
を
活
用

し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
や
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
校
舎
を
最

大
限
に
活
用
し
、
各
種
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

質
問　
介
護
保
険
料
の
算
定
根
拠
は

　
答
弁　
本
市
は
、
第
８
期
の
計
画
期
間
と
な

る
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
介
護
給
付

費
の
推
移
、
介
護
保
険
料
を
納
め
る
第
１
号
被

保
険
者（
65
歳
以
上
）の
推
計
お
よ
び
そ
の
介
護

保
険
料
の
総
額
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
取
崩

額
を
加
味
し
て
、
介
護
保
険
料
を
算
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

約
７
千
万
円
取
り
崩
す
こ
と
で
現
在
の
介
護
保

険
料
を
維
持
で
き
る
と
判
断
し
、
第
７
期
の
介

護
保
険
料
に
据
え
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

関
市
議
会
Q
&
A

Ｑ
．
市
の
予
算
や
決
算
は
ど
の
よ
う
に
審
査
す

る
の
？ 

　

A
．　

地
方
自
治
法
で
市
の
予
算
や
決
算

を
決
め
る
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
長
は
新
年
度
の
予
算
を
立
案
し
、

通
常
３
月
の
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
予
算
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ

れ
る
予
算
特
別
委
員
会
で
詳
し
く
審
査
さ
れ
た

後
、
本
会
議
で
採
決
し
ま
す
。

　
一
方
、
前
年
度
の
決
算
は
８
～
９
月
頃
ま
で

に
資
料
を
作
成
し
、
通
常
９
月
の
定
例
会
に
提

出
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
３
つ
の
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
詳
し
く
審
査
さ
れ
た
の
ち
、
本

会
議
で
認
定
す
る
か
ど
う
か
を
採
決
し
ま
す
。

決
算
審
査
で
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
提
言

な
ど
は
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

◆
関
市
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
傍
聴

自
粛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
現
在
、YouTube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）を
利
用

し
て
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ラ
イ
ブ
映
像
は
、
本
会
議
開
催
時
の
み
配
信

し
て
い
ま
す
。
会
議
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
議
会
の
日
程
」
に
掲
載

し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
例
会
の
代
表
・
一
般
質
問
は
、
録

画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　
議
会
事
務
局 （
☎
23
–９
０
６
８
）

市議会ホームページ→議会中継
YouTube「岐阜県関市議会公式チャンネル」
のバナーをクリックするとご覧いただけます。
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 審議の結果

賛否が分かれた議案

議案番号 議案名
議
決
結
果

議
長 市政クラブ 清流クラブ 若草クラブ 市議会公明党 新和会

日本
共産党
関市
議員団

無
会
派

波
多
野
源
司

池
村
真
一
郎

渡
辺
　
英
人

鷲
見
　
　
勇

村
山
　
景
一

三
輪
　
正
善

長
尾
　
一
郎

田
中
　
　
巧

後
藤
　
信
一

長
屋
　
和
伸

栗
山
　
　
守

土
屋
　
雅
義

松
田
　
文
男

足
立
　
将
裕

幅
　
　
永
典

市
川
　
隆
也

林
　
　
裕
之

武
藤
　
記
子

浅
野
　
典
之

小
森
　
敬
直

猿
渡
　
直
樹

石
原
　
教
雅

議案第7号
関市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第8号

関市指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第13号 関市消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第20号 令和３年度関市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議案第29号 令和３年度関市下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

○=賛成、　×=反対　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。　

議案名 審議結果

条例関係

関市第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決

関市財政状況の公表に関する条例及び関市債権管理条例の一部改正 可決

関市福祉医療費助成に関する条例の一部改正 可決

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可決

関市介護保険条例の一部改正 可決

関市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

関市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 可決

関市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の一部改正 可決

関市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の一部改正 可決

関市国民健康保険税条例の一部改正 可決

アピセ・関条例の一部改正 可決

関市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 可決

一般議案

工事請負契約の締結（関市民球場改修（建築）工事） 可決

市道路線の廃止 可決

市道路線の認定 可決

補正予算

専決処分の承認【令和２年度関市一般会計補正予算（第１４号）】 承認

令和２年度関市一般会計補正予算（第１５号）・（第１６号） 可決

令和２年度関市特別会計補正予算　＜２件＞ 
【国民健康保険（第４号）／食肉センター事業（第１号）】 可決

新年度予算

令和３年度関市一般会計予算 可決

令和３年度関市特別会計予算　＜７件＞ 
【国民健康保険／財産区／中小企業従業員退職金共済事業／食肉センター事業／公設地方卸売市場事業／介護保険事業／後期高齢者医療】 可決

令和３年度関市事業会計予算＜２件＞【水道／下水道】 可決

人事案件 関市教育委員会の教育長の任命 同意

議員提案

関市議会会議規則の一部改正 可決

関市議会委員会条例の一部改正 可決

尾関健治市長の不適切発言に対し猛省を促す決議 可決
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